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令和８年度
授業の改善・充実に向けた説明会Ⅰ

小学校 算数

全国学力・学習状況調査の早期採点の
結果を踏まえて
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全国学力・学習状況調査の目的

児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てる。

全国学力・学習状況調査の特徴

★一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けてある。

解答類型を基に分析することで、児童生徒のつまずいているところ
が見えてくる。

つまずきの原因や課題を見出し、つまずきを解消するため
の授業の在り方を見直すことが大切である。

「解答類型」とは？

児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握

することができるように、設定する条件等に即

して解答を分類、整理したものである。
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6.37と3.76のどちらの方が５に近いかを調べるために、下の ア

と イ のひき算をします。

それぞれの計算の答えを書きましょう。

ア 6.37 - 5

イ 5 - 3.76

特徴的な
解答類型

この問題に対して、児童がこのように考えるように
なったきっかけや理由を想像してみましょう。

数字カードを用いた遊びの場面において、
小数の大きさを考察するために、整数と
小数の減法の計算をする問題

この問題に対して、次のような考えをもつ
児童がいました。

数字カードを用いた遊びの場面において、整数と小数の減法の計算を
用いて、小数の大きさを考察することができる児童

小学校・算数

クローズアップ
する設問

A この児童は、問題をどう捉えたのだろう？

B この児童に、授業の中でどうアプローチしますか？

（2）

ア の答えは、1.37 で、

イ の答えは、2.76 です。

※解答類型３



Yamanashi Prefectural Education CenterYamanashi Prefectural Education Center

4

令和8年度
授業の改善・充実
に向けた説明会Ⅰ

山梨県総合教育センター

Yamanashi Prefectural
Education Center

A この児童は、問題をどう捉えたのだろう？

Slidoを使って、参加型の学習会にアップグレードしましょう！【①or②】
①お手元に端末（スマホ可、通信料は自己負担）があれば二次元コードから。
②チャットでリンクを送るので、ご覧の端末からでもアクセス可能です。

一生懸命
考えたはず

どこに着目
したんだろう

この子の
視点で･･･

6.37と3.76のどちらの方が５に近いかを調べるために、下の ア

と イ のひき算をします。

それぞれの計算の答えを書きましょう。

ア 6.37 - 5

イ 5 - 3.76

ア の答えは、1.37 で、

イ の答えは、2.76 です。

この児童 ※解答類型３

インタラクション
１

Slidoを使って

みなさんの考えを

共有しましょう

https://app.sli.do/event/scdkT72L2vuf4NtJjEcwRb
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① 下のように一の位は揃えたが、
整数部分のみを計算した。

早期採点の結果から見られた傾向

• ６.３７－５＝１.３７（正答）
⇒８割以上の児童が正答していた。

• ５－３.７６＝２.７６(誤答)
⇒児童が一定数いた。

A この児童は、問題をどう捉えたのだろう？

５

－ ３.７６

２.７６

6.37と3.76のどちらの方が５に近いかを調べるために、下の ア

と イ のひき算をします。

それぞれの計算の答えを書きましょう。

ア 6.37 - 5

イ 5 - 3.76

ア の答えは、1.37 で、

イ の答えは、2.76 です。

この児童 ※解答類型３

※解答類型１～６

※解答類型３、９

• この児童の捉えを、①の
ように解釈したならば、
筆算形式で計算すること
についての理解を深める
必要がある。
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• 例えば、筆算形式で計算することについて、
右の筆算でいえば、５の右側には空位の０が
あることを確認し、小さい位からひいていく
筆算の手順を振り返ることが大切である。

～手順を忘れても、できるようにするには？～

• このような学習の素地となる「見方・考え方」
も重要である。すなわち、位に注目して、位を
揃えて書くことである。その上で、小数第一位
の７に対応する数は何か？ 小数第二位の６に
対応する数は何か？ を問うことも大切である。

５

－ ３.７６

２.７６

５.００

－ ３.７６

見方・考え方
内容や領域を
こえて共通して
働かせるもの
既習をつなぐ鍵

A この児童は、問題をどう捉えたのだろう？
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② 筆算形式ではないため、式の左側「５－３」だけを見て計算
した。（小数部分はそのまま付けた。）

早期採点の結果から見られた傾向

• ６.３７－５＝１.３７（正答）
⇒８割以上の児童が正答していた。

• ５－３.７６＝２.７６(誤答)
⇒児童が一定数いた。

A この児童は、問題をどう捉えたのだろう？

6.37と3.76のどちらの方が５に近いかを調べるために、下の ア

と イ のひき算をします。

それぞれの計算の答えを書きましょう。

ア 6.37 - 5

イ 5 - 3.76

ア の答えは、1.37 で、

イ の答えは、2.76 です。

この児童 ※解答類型３

※解答類型１～６

※解答類型３、９

筆算をせずに
暗算で２.７６
と解答した？

暗算で間違い
⇒どこに課題？

授業でどう
アプローチ
する？
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B この児童に、授業の中でどうアプローチしますか？

Slidoを使って、参加型の学習会にアップグレードしましょう！【①or②】
①お手元に端末（スマホ可、通信料は自己負担）があれば二次元コードから。
②チャットでリンクを送るので、ご覧の端末からでもアクセス可能です。

インタラクション
２

Slidoを使って

みなさんの考えを

共有しましょう

友達との
かかわりで

つまずきを
学びにする

個別対応
するなら

6.37と3.76のどちらの方が５に近いかを調べるために、下の ア

と イ のひき算をします。

それぞれの計算の答えを書きましょう。

ア 6.37 - 5

イ 5 - 3.76

ア の答えは、1.37 で、

イ の答えは、2.76 です。

この児童 ※解答類型３

筆算をせずに
暗算で２.７６
と解答した？

暗算で間違い
⇒どこに課題？

https://app.sli.do/event/scdkT72L2vuf4NtJjEcwRb
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B この児童に、授業の中でどうアプローチしますか？

• この児童の捉えを、
②のように解釈した
ならば、小数をひく
ことの意味の理解を
深めたり、およその
数で計算結果を見積
もることのよさを確
認したりする必要が
ある。

②筆算形式ではないため、式の左側
「５－３」だけを見て計算した。
（小数部分はそのまま付けた。）

6.37と3.76のどちらの方が５に近いかを調べるために、下の ア

と イ のひき算をします。

それぞれの計算の答えを書きましょう。

ア 6.37 - 5

イ 5 - 3.76

ア の答えは、1.37 で、

イ の答えは、2.76 です。

この児童 ※解答類型３

筆算をせずに
暗算で２.７６
と解答した？

暗算で間違い
⇒どこに課題？
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B この児童に、授業の中でどうアプローチしますか？

• ②のように、筆算でなく暗算でやろうとして、整数部分のみ
に着目している場合には、３.７６をひくことは「３と少し」
の大きさの数をひくことであることを確認した上で、「３だ
けをひいた場合と比べて、答えは大きくなるかな？小さくな
るかな？変わらないかな？」などと問うことも考えられる。

• また、およその数で計算結果を見積もるよさを実感させるの
である。３.７６を４と見積もれば、およその答えは１。
３.７６を３と見積もれば、およその答えは２となることから、
答えが１～２の間にありそうだと予想する。
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B この児童に、授業の中でどうアプローチしますか？

• このように考えることができるようにするためには、正確に
計算することだけでなく、数の大きさに対する感覚を豊かに
することが大切である。

• 例えば、「３.７６は４までどれくらいか？」を考えさせる。
数直線を使って、３と３.７６と４の位置を確認してイメージ
をもたせ、「４まで０.２と少し」といった児童の素朴な数の
感覚を大切にし、徐々に「４まで０.２４」と捉えることがで
きるようにする。その上で、４から５までは１であることと
合わせて、５－３.７６の答えの大きさを見積もるのである。
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令和８年度 全国学力・学習状況調査

解説資料 （小学校 算数） について

• 調査実施後、各教育委員会や学校が速やかに学習指導の改善・充実等に役立
てることを目的として作成・公開。

• 各問題の趣旨、学習指導要領との関連、解答類型、正答や予想される解答の
解説、関連する過去の問題等が掲載。

• 今年度より、大問全体の「出題の趣旨」に続いて、小学校算数では「本問に関わ
る単元づくりに向けて」（※校種・教科ごとに表現が異なる）が新設されている。

https://www.nier.go.jp/26chousa/pdf/
26kaisetsu_shou_sansuu_kkykf.pdf

国立教育政策研究所ＨＰで
調査実施後に、問題等と
ともに公開されている。

大問３の「本問に関わる単元づくりに向けて」（抜粋） 大問３(2)の「解答類型」（抜粋）

https://www.nier.go.jp/26chousa/pdf/26kaisetsu_shou_sansuu_kkykf.pdf
https://www.nier.go.jp/26chousa/pdf/26kaisetsu_shou_sansuu_kkykf.pdf
https://www.nier.go.jp/26chousa/pdf/26kaisetsu_shou_sansuu_kkykf.pdf
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解説資料より

「本問に関わる単元づくりに向けて」（R8から新設）
※大問３については、解説資料のP38に掲載されています。

□本問に関わる単元づくりに向けて

整数や小数、分数を関連付けて数の表し方
の仕組みについて考えることができるように
することが大切である。その際、整数や小数、
分数は単位の幾つ分としてみることができる
ことを理解できるようにすることが大切であ
る。また、整数や小数については、十進位取
り記数法に基づく数の表し方であることを統
合的に理解できるようにしたり、分数につい
ては、整数の除法の結果を分数で表すことが
できることや分数を小数で表すことができる
ことなどを理解できるようにしたりすること
が大切である。さらに、数の表し方の仕組み
や数を構成する単位に着目して、計算の仕方
や大小の比べ方を考えることができるように
することも大切である。
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解説資料より

「本問に関わる単元づくりに向けて」（R8から新設）
※大問３については、解説資料のP38に掲載されています。

□本問に関わる単元づくりに向けて

整数や小数、分数を関連付けて数の表し方
の仕組みについて考えることができるように
することが大切である。その際、整数や小数、
分数は単位の幾つ分としてみることができる
ことを理解できるようにすることが大切であ
る。また、整数や小数については、十進位取
り記数法に基づく数の表し方であることを統
合的に理解できるようにしたり、分数につい
ては、整数の除法の結果を分数で表すことが
できることや分数を小数で表すことができる
ことなどを理解できるようにしたりすること
が大切である。さらに、数の表し方の仕組み
や数を構成する単位に着目して、計算の仕方
や大小の比べ方を考えることができるように
することも大切である。

子供も関連付けて
考えられるように

整数も小数も分数も
単位の幾つ分として
みることができる！

小数も分数も
整数と同じよう
に考えればいい

教科書５年上
P108～

⑨分数と小数、
整数の関係

教科書２年上
P50～

⑤３けたの数

教科書４年上
P72～

⑤小数のしくみ

教科書５年上
P108～

⑨分数と小数、
整数の関係

教科書３年下
P14～ ⑬小数

見方・
考え方
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解説資料より

「本問に関わる単元づくりに向けて」（R8から新設）
※大問３については、解説資料のP38に掲載されています。

□本問に関わる単元づくりに向けて

整数や小数、分数を関連付けて数の表し方
の仕組みについて考えることができるように
することが大切である。その際、整数や小数、
分数は単位の幾つ分としてみることができる
ことを理解できるようにすることが大切であ
る。また、整数や小数については、十進位取
り記数法に基づく数の表し方であることを統
合的に理解できるようにしたり、分数につい
ては、整数の除法の結果を分数で表すことが
できることや分数を小数で表すことができる
ことなどを理解できるようにしたりすること
が大切である。さらに、数の表し方の仕組み
や数を構成する単位に着目して、計算の仕方
や大小の比べ方を考えることができるように
することも大切である。

教科書５年上
P8～①整数と小数

整数も小数も
位が変わるごとに
10倍（1／10）に
なっていくね！

小数も整数と
同じように
考えればいい

教科書２年上
P50～

⑤３けたの数

教科書４年上
P72～

⑤小数のしくみ

教科書３年下
P14～ ⑬小数
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解説資料より

「本問に関わる単元づくりに向けて」（R8から新設）
※大問３については、解説資料のP38に掲載されています。

□本問に関わる単元づくりに向けて

整数や小数、分数を関連付けて数の表し方
の仕組みについて考えることができるように
することが大切である。その際、整数や小数、
分数は単位の幾つ分としてみることができる
ことを理解できるようにすることが大切であ
る。また、整数や小数については、十進位取
り記数法に基づく数の表し方であることを統
合的に理解できるようにしたり、分数につい
ては、整数の除法の結果を分数で表すことが
できることや分数を小数で表すことができる
ことなどを理解できるようにしたりすること
が大切である。さらに、数の表し方の仕組み
や数を構成する単位に着目して、計算の仕方
や大小の比べ方を考えることができるように
することも大切である。

教科書５年上
P108～

⑨分数と小数、
整数の関係分数は

整数とつながる
小数とつながる
既習が使える！

分数を
整数で
考えよう

分数を
小数に直し
てみよう

教科書５年上
P108～

⑨分数と小数、
整数の関係
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解説資料より

「本問に関わる単元づくりに向けて」（R8から新設）
※大問３については、解説資料のP38に掲載されています。

□本問に関わる単元づくりに向けて

整数や小数、分数を関連付けて数の表し方
の仕組みについて考えることができるように
することが大切である。その際、整数や小数、
分数は単位の幾つ分としてみることができる
ことを理解できるようにすることが大切であ
る。また、整数や小数については、十進位取
り記数法に基づく数の表し方であることを統
合的に理解できるようにしたり、分数につい
ては、整数の除法の結果を分数で表すことが
できることや分数を小数で表すことができる
ことなどを理解できるようにしたりすること
が大切である。さらに、数の表し方の仕組み
や数を構成する単位に着目して、計算の仕方
や大小の比べ方を考えることができるように
することも大切である。

数の表し方の仕組みは
小数も分数も整数と
同じように考えれば
よかったから、計算の
仕方や大小の比べ方も…

１／３は、
１÷３だから…

教科書４年上
P72～

⑤小数のしくみ

教科書３年下
P44～

⑮分数 ※テープ図

教科書２年下
P80～ ⑯分数
※簡単な分数

教科書４年下
P36～ ⑩分数

教科書３年上
P44～

④たし算と
ひき算の筆算

教科書３年下
P14～ ⑬小数

教科書２年上
P12～②たし算
のひっ算､③ひ
き算のひっ算

１／１０の位に
数はあるはず
だから…

見方・
考え方
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「本問に関わる単元づくりに向けて」にある内容を、

４年「⑤小数のしくみ」の単元に焦点化して考えてみる
教科書４年上 「⑤小数のしくみ」

P８２ 「３ 小数のたし算とひき算」より

問題

水がポットに１.７５Ｌ、やかんに２.６４Ｌ

入っており、合わせて何Ｌかを求める場面。

１人目の考え

位ごとに分けて考えると、

１.７５は １ と ０.７ と ０.０５

２.６４は ２ と ０.６ と ０.０４

あわせて と と

だから筆算でできそう

２人目の考え

０.０１をもとにして考えると、

１.７５は ０.０１ が こ

２.６４は ０.０１ が こ

あわせて ０.０１ が こ

だから筆算でできそう

□本問に関わる単元づくりに向けて（抜粋）

整数や小数を関連付けて数の表し方の仕

組みについて考えることができるようにす

ることが大切である。その際、整数や小数

は単位の幾つ分としてみることができるこ

とを理解できるようにすることが大切であ

る。また、整数や小数については、十進位

取り記数法に基づく数の表し方であること

を統合的に理解できるようにすることが大

切である。

整数のように
同じ位どうしを
たせばよい

整数でたし算
をすればよい

整数のたし算
の結果を小数に

なお、小数のたし算とひき算は、第３学年においても、
教科書３年下「⑬小数」で、同じように学んできている。
小数を初めて学ぶ単元であり、０.１をもとにして整数の
計算に帰着させる考えを中心に扱っている。

教科書４年上と
教科書３年下を
見比べましょう
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と では、どちらの方が大きいですか。下のアからウまでの中

から１つ選んで、その記号を書きましょう。
また、その記号を選んだわけを、数や言葉を使って書きましょう。

ア の方が大きい。

イ の方が大きい。

ウ と の大きさは等しい。

特徴的な
解答類型

この問題に対して、児童がこのように考えるように
なったきっかけや理由を想像してみましょう。

異分母の分数の大小を判断し、
その理由を説明する問題

この問題に対して、次のような考えをもつ
児童がいました。

異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて記述
できる児童

小学校・算数

（3）

クローズアップ
する設問

A この児童は、問題をどう捉えたのだろう？

B この児童に、授業の中でどうアプローチしますか？

の方が大きいです。

分子は同じで分母が３と４なので、分母
が大きい方が、数が大きいからです。

※解答類型１３
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大問３（３）の解答類型
０

０

２

２

１

１
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大問３（３）の解答類型
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